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令和5年度の活動に向けて
　鳥取県文化団体連合会 会長　小谷 幸久

市町村分野 令和4年度の活動報告

令和4年度 写真で綴る県文連
　鳥取県文化団体連合会加盟団体 助成事業実施一覧
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事務局報告

鳥取県文化団体連合会 加盟団体一覧

リレー随筆 「鳥取県演劇連盟のあしあと」
　鳥取県演劇連盟 会長　尾上 貴尉

6
7
8

　

鳥
取
県
演
劇
連
盟
は
今
年
、
結

成
50
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
古
い
時

期
の
活
動
記
録
を
残
す
こ
と
は
重
要

と
考
え
、
初
期
〜
中
期
の
概
史
を
中

心
に
紹
介
す
る
。（
敬
称
略
）

　

本
連
盟
は
、
昭
和
48
（
1
9
7
3
）

年
11
月
18
日
、
当
時
、
県
内
劇
団
の

提
携
公
演
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
関
係
者
が
倉
吉
市
に

集
ま
り
「
県
内
の
各
劇
団
の
交
流
と
、
演
劇
を
通
じ
た
地
域
文
化
の

振
興
を
目
的
」
に
発
足
。
以
下
の
6
劇
団
が
名
を
連
ね
た
。（
か
っ
こ

内
は
主
な
活
動
期
間
）

「
鳥
取
演
劇
集
団
」（
昭
和
21
年
〜
現
在
）、「
鳥
取
市
民
劇
場
」（
昭
和

40
年
〜
現
在
）、「
倉
吉
演
劇
集
団
ざ
っ
こ
」（
昭
和
38
年
〜
48
年
）、

「
演
劇
集
団
あ
り
」（
昭
和
45
年
〜
現
在
）、「
演
劇
集
団
ユ
リ
イ
カ（
座
・

ユ
リ
イ
カ
に
改
名
）」（
昭
和
42
年
〜
平
成
４
年
）、「
劇
団
ぐ
み
」（
昭

和
38
年
〜
53
年
）。

　

結
成
時
の
役
員
は
、
会
長
が
萬
井
一
夫
（
鳥
取
演
劇
集
団
）、
副
会

長
は
大
谷
昇（
ぐ
み
）、事
務
長
は
難
波
忠
男（
鳥
取
市
民
劇
場
）だ
っ

た
。

　

翌
49
年
11
月
、
第
1
回
演
劇
連
盟
公
演
開
催
。
活
動
を
停
止
し

た
倉
吉
の
ざ
っ
こ
を
除
く
5
劇
団
が
競
演
し
た
。
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年

連
盟
公
演
を
実
施
。
競
演
か
ら
提
携
公
演
、
そ
し
て
合
同
公
演
と
変

わ
り
な
が
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

ぐ
み
は
、昭
和
53
年
の
連
盟
公
演
後
に
姿
を
消
し
、翌
54
年
に「
境

港
演
劇
集
団
い
さ
り
火
」（
昭
和
52
年
〜
56
年
）
が
加
わ
る
が
、
55
年

の
連
盟
公
演
後
に
解
散
。
58
年
の
連
盟
10
周
年
記
念
公
演
を
最
後

に
ユ
リ
イ
カ
も
参
加
で
き
な
く
な
る
。

　

そ
の
後
、
62
年
ま
で
、
鳥
取
演
劇
集
団
、
鳥
取
市
民
劇
場
、
あ
り

の
3
劇
団
と
な
る
が
、
平
成
元
（
1
9
8
9
）
年
、
米
子
の
劇
団
「
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」（
昭
和
63
年
〜
平
成
３
年
）
が
加
盟
す
る
。
し
か
し
平
成

3
年
の
連
盟
公
演
後
に
脱
会
し
、
活
動
も
停
滞
。
先
の
3
劇
団
の
状

態
で
8
年
が
経
過
す
る
。

　

連
盟
結
成
25
周
年
の
平
成
11
年
。
倉
吉
市
の
「
劇
創
西
社

O
H
K
U
S
」（
平
成
8
年
〜
現
在
）
が
加
盟
。
同
年
の
連
盟
公
演
は
、

あ
り
を
主
体
に
東
、
中
、
西
部
の
4
劇
団
が
参
加
し
、
米
子
市
で
合

同
公
演
「
燃
え
て
さ
う
ら
ふ
」
を
開
い
た
。

　

同
年
の
役
員
は
、
会
長
が
砂
川
哲
夫
（
鳥
取
演
劇
集
団
）、
副
会

長
は
宮
倉
義
文
（
あ
り
）、
事
務
長
が
伊
藤
勝
（
劇
団 

鳥
取
市
民
劇

場
）、
理
事
が
尾
上
貴
尉
（
O
H
K
U
S
）。

　

以
後
は
こ
の
4
劇
団
で
構
成
し
、
連
盟
公
演
は
核
と
な
る
劇
団
が

主
管
す
る
合
同
公
演
と
な
る
。

　

役
員
は
、
15
・
16
年
が
宮
倉
会
長
、
尾
上
副
会
長
、
伊
藤
事
務
長
。

監
事
は
本
城
美
佐
子
（
鳥
取
演
劇
集
団
）。
17
年
か
ら
は
本
城
会
長
、

尾
上
副
会
長
、伊
藤
事
務
長
、監
事
は
青
砥
俊
一
郎（
あ
り
）と
な
っ
た
。

　

26
年
の
連
盟
公
演
は
、
O
H
K
U
S
が
主
管
し
、
県
内
の
太
鼓
や

バ
レ
エ
、
シ
ン
セ
オ
ケ
団
体
な
ど
と
協
働
し
た
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

「
倉
吉
里
見
物
語
」
を
上
演
。
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ
公
演
で
活
動

の
幅
を
広
げ
た
。

　

28
年
以
降
は
、
尾
上
会
長
、
副
会
長
は
添
谷
泰
一（
あ
り
）、
伊
藤

事
務
長
、
監
事
は
鳥
取
演
劇
集
団
が
担
当
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
3
月
よ
り
連
盟
公

演
が
中
止
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

先
人
の
残
し
た
あ
し
あ
と
を
見
つ
め
、
温
故
知
新
の
精
神
で
未
来

に
つ
な
げ
る
演
劇
活
動
に
取
り
組
み
た
い
。

「
鳥
取
県
演
劇
連
盟
の
あ
し
あ
と
」

鳥
取
県
演
劇
連
盟 

会
長　

尾
上 

貴
尉
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※

こ
の「
リ
レ
ー
随
筆
」は
、筆
者
が
次
の
筆
者
を

指
名
し
、バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
進
め
る
企
画
で
す
。

次
回
は
、鳥
取
県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
事
務
局
長
の

井
上
拓
也
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

※

発
行
が
遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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今
年
も
も
う
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
8
日
に
は
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
5
類
へ
移
行
と
な
り
、
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
が
よ
う
や

く
コ
ロ
ナ
の
感
染
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い

よ
い
よ
我
々
の
文
化
活
動
を
含
め
全
て
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
期
待
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
度
を
簡
単
に
振
り
返
り
ま
す
と
、
助
成
金
事
業
は
18
事
業

中
17
事
業
が
出
来
ま
し
た
。「
芸
術
た
の
し
み
広
場
」
は
倉
吉
文
協

主
管
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
写
真
表
現
の
可
能
性
」、
青
谷
文
協
主
管
で

「
稲
田
真
司
氏
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
」・「
長
谷
川
憲
人
氏
に
よ
る
因
州

和
紙
の
講
演
」・「
参
加
者
に
よ
る
紙
す
き
体
験
及
び
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
作
り
」
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
鳥
カ
ル
研
修
会
は
初
め

て
東
中
西
3
カ
所
で 

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
制
作
・
発
信
講
座
」
参

加
者
は
延
べ
15
名
で
概
ね
好
評
（
会
長
は
苦
戦
）。
再
度
と
い
う
声

も
上
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
な
か
な
か
前
向
き
に
取
り

組
め
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
令
和
5
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度

ま
で
実
施
し
て
い
た
県
委
託
事
業

「
芸
術
た
の
し
み
広
場
」
を
改
め
、

新
規
事
業
「
次
世
代
に
向
け
た
文

化
芸
術
の
種
ま
き
講
座
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
内
容
を
よ
く
ご
理

解
の
上
、
大
い
に
企
画
提
案
さ
れ
る

こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

倉吉文化団体協議会

鳥取市文化団体協議会

境港市文化協会

鹿野町文化団体連絡協議会

北栄町文化団体協議会
湯梨浜町文化団体協議会

米子市文化団体協議会

青谷町文化協議会

日野町文化団体連絡協議会

市町村分野
令和4年度の 活 動 報 告

「ゆりはま文化芸能祭」
各団体やグループの活動の発表の場とし
て、毎年11月に「ゆりはま文化芸能祭」と
して、住民作品展や芸能大会を開催して
います。参加者や出展者の高齢化が課題
の中、地域の子ども達とのつながりを大切
に、町内の中学生と連携して作品の出展、
芸能大会の司会、演奏やダンスの発表に
参加していただいています。

「市民文化祭」
毎年の恒例行事として、6月に鳥取市文化
ホール及び文化センターにおいて、市民文
化祭オープニングライブ（1日）、お茶会（1
日）、作品展示（6日間）を開催しています。
この3年ほどは、新型コロナウイルスのた
め、オープニングライブは中止となり、観
客の入場制限をしてきましたが、今年度は
何とか平常どおり開催できました。

「第34回 連合展」
7月24日～ 31日まで開催。今年度は倉文
協会長でもあるトバタカユキ氏をゲストに
招き、総勢100名151点の作品を倉吉博物
館に展示しました。
「教養講座」
鳥取県委託事業「シンポジウム写真表現
の可能性」を9月11日に、県立美術館につ
いて考える「シンポジウム県美・新規コレ
クション購入の在り方」を10月2日に開催
し、多くの県民、市民と考える機会となり
ました。
「サロンコンサート」
文化振興、演奏家の発表機会の提供のた
め、サロンコンサートを実施、R4年度は9
月11日に鳥取オペラ協会の協力による「綿
口裕美子ピアノコンサート」を、12月に「リ
コーダーサークルアウリンコ」によるリコー
ダーコンサートを、2月に「渡辺真貴子ピ
アノコンサート」を実施し、多くの聴衆に
喜ばれました。　

「第9回 境港文化のつどい」
【展示部門】
令和5年3月11日（土）～12日（日）
境港市民交流センター エントランス・
大会議室・和室
加盟団体による日頃の作品の展示会（華道・
写真・陶芸・川柳・茶道・絵画・書画篆刻・囲碁）
【ステージ部門】
令和5年3月12日（日）
境港市民交流センター 市民ホール
加盟団体およびゲストによるステージ発
表（合唱・詩吟・邦楽・踊り・吹奏楽）

「2022鹿野わったいな祭 作品展示」
令和4年9月14日（水）～10月30日（日）
鹿野往来交流館「童里夢（ドリーム）」
　所属団体ごとに趣向を凝らして作品展
示や芸能発表をおこないました。

コロナ禍でも本来の活動を復活しました。
「第11回合同発表会」
9月3日～11日、3年ぶりに開催しました。
「視察研修」
11月22日に竹久夢二生家記念館他を訪れ
ました。

12月4日に県立美術館建設現場を見学、
その後とっとり伝統芸能まつりを倉吉市未
来中心にて鑑賞しました。

「第78回 米子市秋の文化祭」開催!
令和4年8月7日（日）～12月25日（日）
米子市美術館、米子市公会堂、米子市
文化ホール他
米子市と米子市文化協議会が主催する、
第78回米子市秋の文化祭は市内各所にて
感染防止対策をしながら盛大に開催され
ました。前年度に引き続き、秋の文化祭を
盛り上げる前夜祭・第28回よなご文化の
よいまつりは残念ながらコロナ禍のため3
年連続の中止となりましたが、来年こそは
よなご文化のよいまつりが開催でき、大い
に飲み、語り合えるよう願います。

「第18回 日野町文化展」
日野町文化団体連絡協議会（14団体）は、
年に2回文化展を開催。春は第18回日野町
文化展で書道・絵画・写真・手芸・編み物
のほか盆栽等を展示、文化力を高めてい
ます。また秋は町のまつりと併せて、舞台
部門で合唱・ミュージカルなどを中心に展
示も行い、文化の秋を楽しみ、祭りを盛り
上げています。

青谷町文化協議会は、青谷地区の歴史や
文化を学ぶとともに、会員相互の交流と親
睦を深めるため、会員研修会を続けてい
ます。青谷町内の地名の由来や北前船な
ど青谷にまつわる歴史の研修の他、山陰
海岸ジオパークについては青谷町内はも
とより、気高町や岩美町、鳥取砂丘にも出
かけて現地研修を行い、創作活動のヒント
にしています。

令
和
5
年
度
の
活
動
に
向
け
て

鳥
取
県
文
化
団
体
連
合
会 

会
長　

小
谷 

幸
久

　

新
設
さ
れ
る
「
県
立
美
術
館
」
の
外
観
全
容
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

連
合
会
で
も
何
回
か
説
明
会
・
要
望
を
繰
り
返
し
て
参
り
ま
し
た
。

話
題
を
集
め
た
「
ブ
リ
ロ
の
箱
」
を
始
め
ど
ん
な
作
品
が
ど
の
よ
う
に

閲
覧
さ
れ
る
か
と
か
、「
ア
ー
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ラ
ボ
」
が
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
る
の
か
興
味
を
抱
く
県
民
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
県
文
連

も
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
期
待
し
な
が
ら
心
待
ち
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
様
は
来
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

は
ば
た
け
鳥
取
2
0
2
4
」
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
? 

い
わ

ゆ
る
国
体
規
模
の
全
国
大
会
で
シ
ニ
ア
を
中
心
と
し
た
「
全
国
健
康

福
祉
祭
」
で
、
県
下
19
市
町
村
で
関
係
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
異
な
り
、「
文
化
交
流
大
会
」
6
種
目
（
囲

碁
・
将
棋
・
俳
句
・
民
謡
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
e
ス
ポ
ー
ツ
）
が
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。
約
1
0,
0
0
0
人
の
来
県
者
が
あ
る
大
き
な
大
会
に

な
る
と
の
こ
と
で
す
。
又
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
美
術
展
」・「
地

域
文
化
伝
承
館
」・「
音
楽
文
化
祭
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
少
し
で
も
関

心
を
抱
い
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
し
て
み
て
下
さ
い
）

　

雑
多
な
催
し
物
の
ご
紹
介
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
含
め
て
5
類
に

移
行
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
我
々
の
抱
え
ま
す
文
化
活
動
が
活
発

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
2
3
年
5
月
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令和4年度

1 2 3

4

5 6

7

8

9

11

13

14

15

16 17

A
BC

令和4年度 鳥取県文化団体連合会加盟団体 助成事業実施一覧

2 鳥取県ミュージカル連盟 4/30・5/1基本型 米子市公会堂

4 鳥取県合唱連盟 7/23・24基本型 倉吉未来中心 リハーサル室

5 鳥取県書道連合会 7/31小規模支援型 倉吉未来中心 小ホール

6 鳥取県合唱連盟 8/7基本型 倉吉未来中心 大ホール

実施団体 公演・展示・大会・研修等
事業区分 事業名 日程 会場

1 鳥取音楽座 4/24小規模支援型 パレット鳥取 市民交流ホールFolk Revolution 2022（コンサート）

17 鳥取県書道連合会 3/10～14基本型モデル 米子市美術館第44回 鳥取県書道連合会展

7 鳥取音楽座 9/10小規模支援型 弥生公園内（鳥取市弥生町）
8
9
10
11
12
13
14
15

鳥取県オーケストラ連盟
鳥取県写真家連盟
鳥取県川柳作家協会
鳥取県歌人会
鳥取県俳句協会
県民による第九公演実行委員会
鳥取県美術家協会
鳥取県ピアノ指導者協会

9/11
9/14～19

11/6
11/27
11/27
12/20～25
12/25

基本型
小規模支援型
小規模支援型
基本型
基本型

基本型モデル
基本型
基本型

Folk Revolution やよい公園音楽祭 2022（コンサート）
2022 鳥取県オーケストラ連盟演奏会 倉吉公演
鳥取県写真家連盟 第24回 合同写真展
第45回 鳥取県川柳大会 誌上大会
第51回 鳥取県民短歌大会
第27回 鳥取県俳句大会
県民による第九 米子公演
第27回 鳥取県美術家協会作品展
ヤングピアニストコンサート 2022

鳥取県ミュージカル連盟 第7回 合同公演ミュージカル
「雪の女王～アルマとエト」

事業区分 事業名 日程 会場
A
B
C

芸術たのしみ広場
芸術たのしみ広場
鳥カル研修会

9/11
10/29
3/14・16・17

県委託事業
県委託事業

倉吉市文化活動センター
あおや和紙工房
東中西部 県内3ヶ所

シンポジウム写真表現の可能性
因州和紙の世界と魅力
YouTube動画制作・発信講座

16 鳥取オペラ協会 1/8小規模支援型 米子コンベンションセンター
小ホール

鳥取オペラ協会 令和4年度公演事業
オペラニューイヤーコンサート

第42回 鳥取県書道連合会書道講習会
第61回 鳥取県合唱フェスティバル
（全日本合唱コンクール鳥取県大会）

とっとり コーラス POWER UP プロジェクト 2022
合唱演奏スキル向上講習

倉吉未来中心 小ホール
とりぎん文化会館 展示室

倉吉交流プラザ
倉吉体育文化会館
米子市公会堂 大ホール
とりぎん文化会館 展示室
鳥取市文化ホール

3 鳥取県音楽祭サミット 5/8～6/19基本型モデル 倉吉未来中心 他アザレア音楽祭 2022

10

11

12

第45回鳥取県川柳大会 鳥取県知事賞　しあわせな塔だみんなが寄って来る
第43回鳥取県川柳作家協会賞 大賞　あなたから飛び立つ羽根が伸びました

第51回鳥取県民短歌大会
　【一般の部】 鳥取県知事賞　手のひらを上に向けつつ波を打つ「海へ行こうね」初めての手話
　【小中高校生の部】 鳥取県知事賞　いえをたてるしごとしているおとうさんばどみんとんのこうちでうれしい

第27回鳥取県俳句大会
　【一般の部】 鳥取県知事賞　扇子のみ動きて会議はかどらず
　【子供の部】 鳥取県知事賞　夏祭りあの日つないだ父との手

【文芸分野受賞作品】

写真で綴る県文連

その他実施事業
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鳥取県文化団体連合会 加盟団体一覧
　鳥取県文化団体連合会、略して「県文連」は、県域の文化団体と市町村文化協議会が集まり、
地域の文化活動の振興を目的に平成8年（1996）3月に設立されました。現在、舞台・文芸・展示
分野の県域文化団体28団体と、市町村文化協議会9団体、合計37団体が加盟しております。

加盟者数加盟団体数団 体 名 設立時期事務局代表者氏名

●県域文化団体28団体（舞台19団体・展示6団体・文芸3団体）　
●市町村文化協議会9団体　合計37団体

鳥取県民踊指導者連盟
鳥取県合唱連盟
鳥取県演劇連盟
鳥取県オーケストラ連盟
鳥取県吹奏楽連盟
鳥取県日本舞踊連合会
県民による「第九」公演実行委員会
鳥取県洋舞連盟
鳥取県能楽連合会
鳥取県吟剣詩舞道連盟
鳥取県三曲協会
鳥取県民謡連合会
鳥取オペラ協会
鳥取音楽座
鳥取県ボールルームダンス指導者協会
鳥取県ピアノ指導者協会
鳥取県ミュージカル連盟
鳥取県音楽祭サミット
鳥取ストリートダンス連盟

宮﨑　恵 子
原 　礼 子
尾上　貴尉
永見　信久
吉川　隆司
三谷　正美
藤井　一博
目次　裕子
若川　睦子
佐藤　翔風
三田　扇山
佐藤　松弘美
計羽　孝之
加 藤 　郁
渡辺　良平
尾坂　俊恵
黒田　昌幸
四 門 　隆
高塚　新司

林 　信 子
小原　貴志
尾上　貴尉
井上　拓也
長富　陽一
花 柳 　鮎
山根　頼博
目次　裕子
小林　隆明
佐藤　翔風
楮原　桂山
安田　敏廣
鈴木　百々子
加 藤 　郁
渡辺　良平
新田　恵理子
黒田　昌幸
三上　大輔
高塚　新司

昭和45年4月
昭和37年4月
昭和48年12月
平 成 7 年 1月
昭和35年　　
昭和45年11月
昭和60年2月
平 成 7 年 5 月
平成7年10月
昭和55年4月
平 成 9 年 9 月
平成15年5月
平成10年10月
平成11年1月
平成12年3月
平成17年3月
平成26年6月
平成31年1月
令 和 5 年 5 月

31
29
4
4
106
2
3
11
4
3
9
5
1
25
4
1
6
2
11

208
555
30
150

2,500
15
600
─
60
194
229
50
57
250
57
48
180
10
460

鳥取県歌人会
鳥取県川柳作家協会
鳥取県俳句協会

押本　昌幸
牧野　芳光
遠藤　甫人

井上　政彦
斉尾　くにこ
前田　一朗

昭和45年11月
昭和52年10月
平成7年11月

─
11
─

150
154
272

鳥取市文化団体協議会
倉吉文化団体協議会
米子市文化協議会
境港市文化協会
鹿野町文化団体連絡協議会
青谷町文化協議会
湯梨浜町文化団体協議会
北栄町文化団体協議会
日野町文化団体連絡協議会

塩谷　義勝
計羽　孝之
小谷　幸久
湯 越 　敬
杉野　昭久
中宇地　節雄
中本　曙美
南場　兄一
松本　利秋

古波藏　淑紀
三上　大輔
内 田 　聖
八木橋　果恵
三浦　いづみ
松原　好子
安井　淳也
竹原　正純
音田　初志

昭和38年6月
昭和56年5月
昭和21年6月
昭和46年5月
平成11年5月
平成15年10月
平成16年10月
平成18年4月
平成11年4月

65
59

61 23個人
25
22

14 18個人
49
22
14

3,391
518

3,800
583
336
216
530
180
137

■
鳥
取
県
文
化
団
体
連
合
会

事
務
局
報
告

令
和
4
年
度 
事
業
報
告

1 

鳥
取
県
文
化
団
体
連
合
会
主
催
事
業

 

①
芸
術
た
の
し
み
広
場　
◇
市
町
村
分
野

　
　【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム《
写
真
表
現
の
可
能
性
》】

　
　
　

令
和
4
年
9
月
11
日（
日
）

　
　
　

倉
吉
市
文
化
活
動
セ
ン
タ
ー 
3
階
大
会
議
室

　
　【
因
州
和
紙
の
世
界
と
魅
力
〜
歴
史
講
座
と
手
す
き
体
験
〜
】

　
　
　

令
和
4
年
10
月
29
日（
土
）

　
　
　

あ
お
や
和
紙
工
房

 

②
鳥
カ
ル
研
修
会

　
　「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
制
作
・
発
信
講
座（
初
級
編
）」

　
　
　

講
師
：
冨
山 

拓
朗 

氏（LifeFix

松
江
営
業
所
所
長
）

　
　
　

令
和
5
年
3
月
14
日（
火
）・
16
日（
木
）・
17
日（
金
）

　
　
　
県
内
東
・
中
・
西
部
3
会
場
で
実
施（
同
じ
内
容
）

 

③
鳥
取
県
文
化
団
体
連
合
会
加
盟
団
体
助
成
事
業
補
助
金

　
　
　

事
業
一
覧
を
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

④
情
報
発
信　

※

鳥
カ
ル
ブ
ロ
グ
は
随
時
更
新

　
　
　

機
関
誌「
鳥
カ
ル
だ
よ
り
」の
発
行

　
　
　

令
和
4
年
7
月 

第
15
号
発
行

　
　
　

新
聞
広
告
掲
載

　
　
　

令
和
4
年
7
月
・
12
月 

日
本
海
新
聞
に
広
告
掲
載

2 

鳥
取
県
文
化
団
体
連
合
会
国
際
交
流
支
援
事
業

　
　

令
和
4
年
度
事
業
の
実
施
は
な
し

3 

会
議

第
1
回
常
任
理
事
会

　

書
面
に
よ
る
開
催　

令
和
4
年
5
月

　
〈
協
議
〉

　
（
1
）常
任
理
事
の
推
薦
に
つ
い
て
案
の
と
お
り
承
認

　
（
2
）令
和
4
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
に
つ
い
て
案
の
と
お
り
承
認

第
1
回
定
例
理
事
会
・
分
野
別
会
議

　

令
和
4
年
5
月
25
日（
水
）

　
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館 

4
階
大
研
修
室

　
〈
議
事
〉

　
（
1
）常
任
理
事
の
推
薦
に
つ
い
て
案
の
と
お
り
承
認

　
（
2
）令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
　
　

案
の
と
お
り
承
認

　
（
3
）令
和
4
年
度
事
業
に
つ
い
て
協
議

　
―
舞
台
・
展
示
・
文
芸
・
市
町
村
各
分
野
―

　
　

令
和
4
年
度
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

第
2
回
常
任
理
事
会

　

令
和
4
年
9
月
29
日（
木
）

　
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館 

4
階
大
研
修
室

　
〈
協
議
〉

　
（
1
）令
和
4
年
度
鳥
カ
ル
研
修
会
に
つ
い
て
協
議

　
（
2
）令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
協
議

　
（
3
）常
任
理
事
会
の
構
成
員
及
び
監
事
に
つ
い
て
協
議

第
3
回
常
任
理
事
会

　

令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）

　
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館 

4
階
中
研
修
室
2

　
〈
協
議
〉

　
（
1
）令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
協
議

　
（
2
）令
和
5
年
度
県
文
連
加
盟
団
体
助
成
事
業
に
つ
い
て
協
議

　
（
3
）韓
国
芸
総
江
原
道
連
合
会
と
の
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
協
議

第
4
回
常
任
理
事
会

　

書
面
に
よ
る
開
催　

令
和
5
年
3
月

　
〈
協
議
〉

　
（
1
）令
和
４
年
度
第
２
回
定
例
理
事
会
に
つ
い
て
案
の
と
お
り
承
認

第
2
回
定
例
理
事
会
・
分
野
別
会
議

　

令
和
5
年
3
月
30
日（
木
）

　
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館 

4
階
大
研
修
室

　
〈
議
事
〉

　
（
1
）令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
　
　

案
の
と
お
り
承
認

　
（
2
）令
和
5
年
度
鳥
取
県
文
化
団
体
連
合
会
加
盟
団
体
助
成
事
業

　
　
　

補
助
金
に
つ
い
て
案
の
と
お
り
承
認

　
（
3
）役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
―
舞
台
・
展
示
・
文
芸
・
市
町
村
各
分
野
―

　
　

令
和
5
年
度
の
取
り
組
み
、新
常
任
理
事
の
推
薦
等
に
つ
い
て

　
　

話
し
合
っ
た
。

鳥取県美術家協会
鳥取洋画家協会
鳥取県書道連合会
鳥取県デザイナー協会
鳥取県写真家連盟
鳥取県七宝協会

加藤　哲英
中尾　廣太郎
柴山　抱海
清水　文人
杉本　雅美
岡垣　幸得

赤木　和夫
中尾　廣太郎
瀧 　俊 朗
青木　孝志
中山　哲史
森 　規 子

平 成 8 年 9 月
平成28年3月
昭和54年5月
昭和53年8月
平成8年11月
平成16年11月

─
─
3
─
17
2

72
37
456
28
176
14

舞 台

文 芸

市 町 村

展 示

鳥取県文化団体連合会 令和4年度 収支決算書

収入金額 938,278円 - 支出金額 388,844円 = 差引金額 549,434円
次年度へ繰り越し

■活動支援補助金

■自主財源

■委託事業

1） 収入
1） 補助金
2） 雑収入
　　 合　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A）
△3,046,836

54
△3,046,782

（単位：円）

13,027,164
54

13,027,218

16,074,000
0

16,074,000

2） 支出
1） 開催助成費
2） 運営事務費
3） 雑支出
　　 合　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A）
△2,659,714
△387,068

0
△3,046,782

7,340,286
5,686,932

0
13,027,218

10,000,000
6,074,000

0
16,074,000

1） 収入
1） 会費
2） 雑収入
3） 繰越金
　　 合　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A）
0
6

303,272
303,278

335,000
6

603,272
938,278

335,000
0

300,000
635,000

2） 支出
1） 鳥カル研修会
2） 会議費
3） 事務費
4） 予備費
　　 合　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A）
△6,830

△194,559
30,233

△75,000
△246,156

193,170
165,441
30,233

0
388,844

200,000
360,000

0
75,000
635,000

1） 収入
1） 委託費
　　 合　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A）
0
0

200,000
200,000

200,000
200,000

2） 支出
1） 委託費
　　 合　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A）
0
0

200,000
200,000

200,000
200,000

オブ
ザーバー 村 上　真 弓 　行政鳥取県地域社会振興部文化振興監

鳥取県文化団体連合会 常任理事一覧（任期2年：令和7年3月31日）

小 谷　幸 久
柴 山　抱 海
計 羽　孝 之
尾 坂　俊 惠
永 見　信 久
宮 﨑　恵 子
黒 田　昌 幸
四 門　　隆
中尾　廣太郎
牧 野　芳 光
塩 谷　義 勝
中宇地　節雄
松 本　利 秋
長 谷 川　隆

○市町村
○展示
○舞台
　舞台
　舞台
　舞台
　舞台
　舞台
　展示
○文芸
　市町村
　市町村
　市町村
　行政

会 長

副 会 長

常任理事

米子市文化協議会会長
鳥取県書道連合会会長
鳥取オペラ協会会長
鳥取県ピアノ指導者協会会長
鳥取県オーケストラ連盟会長
鳥取県民踊指導者連盟会長
鳥取県ミュージカル連盟会長
鳥取県音楽祭サミット会長
鳥取洋画家協会会長
鳥取県川柳作家協会会長
鳥取市文化団体協議会会長
青谷町文化協議会会長
日野町文化団体連絡協議会会長
鳥取県教育委員会事務局教育次長

役 職 名　前 所属団体・役職 分野（座長○印）

（令和5年7月現在）


